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１ シラバス 
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「探究」では、３年間の学習を通して、「課題を発見する力」「課題を解決する力」「成

果を表現する力」の三つを身に付けることを目標としています。「基礎探究」「発展探究」

「人文社会科学探究」「自然科学探究」において知識や技能を身に付けることにより、将

来、社会に存在する様々な事象から課題を発見し解決するために必要となる力を身に付

けましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）基礎探究Ｂ 

「基礎探究」では「課題を発見する力」と「成果を表現する力」の基礎を身に付け

るとともに、「課題を解決する手法」の基礎を習得することを目標としています。３年

間にわたって取り組む探究活動を進める上で必要な知識や技能、教養を深めるととも

に、グループのメンバーと協力して課題解決を進めるため、意見をまとめる力や表現

力、情報活用力を身に付けます。さらに、将来グローバル人材として国際社会で活躍

できるようになるため、英語によるディベートなど、英語を実践的に活用する方法を

学びます。 

ア おもな内容 

（ア）国際理解 

英語によるコミュニケーション力を向上させるとともに、英語を使って研究内

容を表現できるようになるため、ディベートなどの活動に取り組みます。 

（イ）情報活用 

２年次の発展探究で必要となる、情報の活用方法を学ぶとともに、プレゼンテー

ションの技術等を向上させます。 

（ウ）リレー探究 

様々な教科・科目の学習で身に付けた知識や技能を基に、提示されたテーマに

ついて探究します。同じテーマであっても、教科・科目によって取り上げられ方

に違いがあります。この活動を通して、物事を多面的に見ることが必要であるこ

とを学びます。 

（エ）体験学習・講演会 

地域の施設を訪問し、地域の課題に気付くとともに、大学など研究者から様々

な分野の講話を聴くことにより、課題を発見する力を向上させ、解決する手法を

身に付けます。 

 

 

３年次 

２年次 発展探究（２単位※） 

１年次 

「成果を表現 
する力」の伸長 

「成果を表現 
する力」の基礎 

「課題を解決 
する力」の伸長 

「課題を解決 
する力」の基礎 

「課題を解決 

「課題を発見 
する力」の伸長 

「課題を発見 
する力」の基礎 

教

科

 

探

究

 

探究科・文理探究科において３年間で身に付ける力 

※ 「単位」とは、週当たり
の授業時間数です。 
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イ 留意すること 

さまざまな場面で人の話を傾聴し、グループで意見をまとめ、発表する機会が多

くあります。講義においてはもちろんのこと、普段から「不思議」と思うことはな

いか考えながら意見を傾聴してください。そして自分で「考える」ことに挑戦しな

がら、疑問を解決していきましょう。なお、レポート等様々な課題が課されます。

提出期限を厳守してください。 

 

（２）発展探究 

「発展探究」では、「課題を発見する力」を伸長させるとともに、「課題を解決する

力」の基礎を身に付けることを目標としています。このため、私たちの身の周りにあ

る様々な事物・現象から課題を発見し、発見した課題をグループで解決します。１年

次に身に付けた、課題解決力、情報活用力・コミュニケーション力を駆使して、設定

した課題を深く掘り下げ研究することにより、これらの力をより一層向上させるとと

もに、他者の意見を聴く力や自身の考えをまとめ表現する力を伸長させます。また、

グローバル社会で活躍する人材に求められる英語力を向上させるため、大学などを訪

問し留学生と交流します。 

ア おもな内容 

（ア）課題研究  

同じ研究班のメンバーと設定した課題を解決するため、仮説を立て、調査、観

察、実験等を計画的に行い、結果を検証・考察し、結論を導きます。９月の中間

報告会で研究の進捗状況を報告するとともに、１月末には校内発表会を開催しま

す。こうした発表会等では、大学等の先生方から助言をいただいたり、生徒同士

でディスカッションを行ったりして、研究を深めていきます。 

（イ）体験学習 

大学を訪問し、留学生と交流します。これにより、英語を活用する力を実践的

に向上させるとともに、海外で行う校外研修等に備えます。 

イ 留意すること  

研究班のメンバーと協力しながら、調査、観察、実験の結果を基にして課題を解

決することが重要です。普段の学習とは異なり、「課題」に対して決まった答えはあ

りません。研究班のメンバーとアイデアを共有し、「協働する」ことを意識しながら、

みなさん自身でオリジナルな答えを導き出しましょう。なお、スライドの作成や研

究要旨、論文、ポスターの作成等が課されます。提出期限を厳守してください。 

 

（３）人文社会科学探究・自然科学探究 

「人文社会科学探究」「自然科学探究」では、「成果を表現する力」を伸長させるた

め、２年次の発展探究の授業において取り組んだ課題研究の成果を基にして、学校外

で行われる様々な課題研究発表会や論文コンテストに参加します。さらに、１・２年

次に身に付けた「課題を解決する力」をより一層向上させるため、各教科・科目で課

題解決的な学びに取り組みます。 

ア おもな内容 

（ア）発表活動 

２年次に取り組んだ課題研究の成果を基にして、ポスターの作成や、英語によ

る研究要旨の作成等に取り組みます。こうして作成した成果物を基にして、学校

外で開催される課題研究発表会や論文コンテストに参加します。 
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（イ）課題解決学習 

各教科・科目で課題解決学習に取り組むことにより、将来必要となる課題解決

力をより実践的に向上させます。 

（ウ）情報活用 

情報について理解を深め、情報活用力の向上を目指します。 

イ 留意すること 

１・２年次に取り組んだ課題解決力をより一層高め、実践的に活用する方法を身

に付けることを目標としています。探究科の集大成の科目であることから、仲間と

協力して、学習に積極的に参加しましょう。 

 

（４）発表会等 

ア 探究学習生徒研究発表会 

本校で取り組む探究学習を保護者の方々や地域の皆さんに披露するため、探究学

習生徒研究発表会を開催します。本発表会では、１年次の「基礎探究」や２年次の

「発展探究」で学んだ成果及び普通科の１・２年次生がＮＣＡで取り組んだ課題研

究の成果を発表します。 

イ 学校外で開催される課題研究発表会や論文コンテスト 

２年次の３月には、県内の探究科、理数科及び英語科等の生徒が集まり、課題研

究の成果を発表する探究学習成果発表大会が開催されます。この発表会には、探究

科の２年次生から選ばれた、代表が発表します。さらに、２年次末から３年次にか

けて大学や学会等が主催する課題研究発表会や論文コンテストにも参加します。こ

うした課題研究発表会等に参加した際には、発表することはもとより、全国の高校

生と積極的に交流しましょう。 
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【春季休業】 大学や学会が主催する課題研究発表会等に参加

評価方法

　各講義、研究途中での取組状況や提出レポート、研究レポートや発表等の成果を踏まえ、総合的に評価する。

３
学
期

研究のまとめ ・研究レポートを作成する。

【冬季休業】

研究のまとめ
発展探究校内発表会の準備

発展探究校内発表会

・研究レポートを作成する。
・口頭発表用のスライドを作成する。
　
・発表会で口頭発表するとともに、質疑に対して応答する。
・各班の研究発表についてアドバイスを行う。

・ポスターを作成する。

 学年末考査（実施しない）

山口県立下関西高等学校探究学習生徒研究発表会
山口県高等学校等探究学習成果発表大会
・口頭発表、ポスター発表
その他各種発表会に参加

・本校主催の発表会や県大会等に向けて、研究要旨やポスター
　を作成する。
・参加校の口頭発表、ポスター発表を視聴するとともに、他校
　生徒と交流を図る。

【夏季休業】 フィールドワーク 外部施設等を訪問するなどにより、研究を深めるとともに、中間報告会に向け準備を行う。

発展探究中間報告会

調査や観察、実験

・１学期から夏季休業までの成果をレポートやポスターにまと
　め、研究の状況について口頭で発表する。
・各班の中間報告についてアドバイスを行う。

・調査や観察、実験を行い、データを収集分析する。

 中間考査（実施しない）

調査や観察、実験

大学体験学習（終日）

各種発表会に参加

・調査や観察、実験を行い、データを収集分析する。

・講義や実習により、探究活動を深めるための知識・技能を学
　習する。
・中高生日本語研究コンテスト、全国ユース環境活動発表大
会、日本文生物学会などに参加

 期末考査（実施しない）

１
学
期

オリエンテーション（シラバスの解説）
・課題研究の進め方（出前講義等）、年間実施計画

先行研究の調査とテーマの決定

・課題研究の進め方について、「課題研究メソッド」を参考に
　して学習する。

・自分の興味･関心のある課題について、図書やインターネット
　等を利用して調べる。

 中間考査（実施しない）

予備実験・予備調査
調査や観察、実験

・研究テーマを基にして仮説を設定する。仮説を確かめるため
　に予備調査や予備実験等を行うとともに研究計画を立てる。
・調査や観察、実験を行い、データを収集分析する。

 期末考査（実施しない）

使用教科書
（発行所）

課題研究メソッド 2ndEdition
(新興出版啓林館)

副教材
(発行所)

学 習 計 画
学
期

授　　業　　内　　容
（単元・教材等）

学習上の留意点等

授業形態

探　究 発展探究 ２年
人文社会科学科

自然科学科
２単位 講義・演習・発表

探　究 シラバス

教科 科目 年次 学科 単位数
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２ 各研究班の担当者、年間実施計画及び発表会等に向けた準備物 
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 研究班 生徒数 研究班数 担当者 

人文社会科
学科 

国語 ５ １  
地理歴史 ５ １  
公民 ７ ２  
英語 １０ ２～３  

自然科学科 

数学 ６ ２  
物理 ７ ２  
化学 ９ ２  
生物 ９ ２  
保健体育 ６ ２  
家庭 ６ ２  

 

 

 

 

発表会等 作成する成果物や準備内容 

中間報告会 

（９月中旬） 

発表時間は５分以内、スライドは、表紙を含めて８枚程度とします。 

発表会では、スライド（補足用スライドを含めて２０枚以内）を印刷

した冊子を配布します。スライドを１０枚以内にとどめた場合は、補足

資料（Ａ４サイズで１ページ）を追加することができます。これ以外の

補足資料の配布は厳禁です。 

大学訪問 

（１１月上旬） 

海外研修 

（１２月中旬） 

【立命館アジア太平洋大学訪問】 

キャンパス内の留学生に声をかけて、課題研究に関わるテーマでイン

タビューを行います。パネルなどを持っていくと、円滑にコミュニケー

ションをとることができます。 

【海外研修】 

課題研究の成果を現地の学生に紹介します。紹介するためのレポート

を作っておくと、説明しやすくなります。 

校内発表会 

（１月下旬） 

発表時間は８分以内、スライドは、表紙を含めて１２枚程度とします。 

研究要旨を作成してください。論文要旨はＡ４サイズで１枚作成しま

す。 

発表会では、スライド（補足用スライドを含めて２０枚以内）と研究

要旨、補足資料（Ａ４サイズで１ページ）を印刷した冊子を配布します。

スライドを１０枚以内にとどめた場合は、補足資料（Ａ４サイズ）を１

ページ追加することができます。これ以外の補足資料の配布は厳禁です。 

論文 

（２月上旬） 

Ａ４サイズで８ページ以内 

様式を配布しますので、余白などを変更しないようにしてください。こ

れをもとにして、論文集を作成します。 

ポスター 

（３月上旬） 

Ａ０サイズで１枚 

探究学習生徒研究発表会をはじめ、様々な発表会で使用します。 

探究学習生

徒研究発表

会 

【口頭発表】 

校内発表会の結果により、口頭発表を行う研究班を決定します。 

※ 令和４年度は人文社会科学科から公民班、自然科学科から物理１

発表に向けた準備や生徒が作成する成果物の提出 

各研究班の担当者 
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（本校主催） 

（３月上旬） 

班と化学２班が代表となりました。 

発表時間は８分以内で、スライドは、表紙を含めて１２枚程度としま

す。補足資料の配布は厳禁です。 

【ポスターセッション】 

全ての班がポスター発表を行います。 

※ 口頭発表及びポスターセッション共に研究要旨を印刷した冊子を

配布します。 

探究学習成

果発表大会 

（山口県教育委員会等主催） 

（３月中旬） 

【口頭発表】 

校内発表会の結果により、口頭発表を行う研究班を決定します。 

※ 令和５年度は、人文社会科学科から地理歴史班と公民班、自然科

学科から物理１班と化学１班、化学２班が代表となりました。 

発表時間は８分以内です。 

スライドの枚数に制限はありません。 

研究要旨を印刷した冊子を配布します。補足資料の配布は厳禁です。 

【ポスター発表】 

校内発表会の結果により、ポスター発表に参加する班を決定します。 

※ 令和２年度は人文社会科学科から国語班、地理歴史班、自然科学

科から、数学２班、物理２班、化学２班が代表となりましたが、新

型コロナウイルス感染症を防ぐため、説明の様子を撮影したビデオ

を上映し、説明に変えました。 

※ 研究要旨を印刷した冊子を配布します。 

ジ ュ ニ ア リ

サ ー チ セ ッ

ション 

（山口大学等主催） 

（３月中旬） 

【人文社会科学科】 

ジュニアリサーチセッションに、すべての研究班がします。発表方法

は口頭発表で、発表時間は８分ですが、発表数により変更される場合が

あります。なお、研究要旨を提出し、これをもとに審査が行われ、出場

の可否が決定します。 

中高生課題研究発表会は、研究内容により出場する場合があります。 

【自然科学科】 

ジュニアリサーチセッションと中高校生課題研究発表会に応募しま

す。ジュニアリサーチセッションは、人文社会科学科と同様に８分間の

口頭発表ですが、中高校生課題研究発表会は、ポスター発表となります。

なお、いずれも研究要旨を提出し、これをもとに審査が行われ、出場の

可否が決定します。。 

中高校生課

題研究発表

会 

（九州工業大学主催） 

（３月下旬） 

その他の発

表会 

別表を見て、参加したい発表会がある場合には、 まで申し出てくだ

さい。 
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課題研究発表会、論文コンテスト等の応募の時期 

 

それぞれの発表会について、日程や応募方法、参加費などをウェブページなどで確認し

てください。なお、授業日の参加はできません。 

おおよそ

の応募の

時期 

大会名 主 催 分 野 発表方法 

４月 生物系三学会中国四国地区

合同発表会 

日本動物学会、日

本植物学会、日本

生態学会 

生物 ポスター 

４月 社会共創コンテスト 愛媛大学、伊予銀

行 

地域課題 

研究・ＤＳ 

論文 

５月 日本生物物理学会年会 日本生物物理学会  ポスター 

５月 日本生化学会大会 日本生化学会  スライド、

ポスター 

６月 高校化学グランドコンテス

ト 

大阪公立大学 化学 研究要旨、

ポスター 

６月 日本動物学会大会 日本動物学会 動物 ポスター 

６月 高校生課題研究発表会 九州工業大学 数学・情報、

物理、化学、

生物、地学 

ポスター 

７月 バイオサミット鶴岡 慶應義塾大学 生物 論文、スラ

イド 

７月 弘前大学太宰治記念「津軽

賞」地域探究論文高校生コン

テスト 

弘前大学 地域課題 論文 

７月 日本植物学会高校生研究ポ

スター発表 

日本植物学会 植物 ポスター 

７月 日本魚類学会年会高校生研

究発表会 

日本魚類学会 魚類 ポスター 

７月 日本陸水学会大会小中高生

ポスター 

日本陸水学会  ポスター 

７月 日本水産学会秋季大会高校

生ポスター発表会 

日本水産学会  ポスター 

８月 全国高校生歴史フォーラム 奈良大学、奈良県 地 域 の 歴

史、地理、文

学等 

論文 

８月 神奈川大学理科・科学論文大

賞 

神奈川大学 科学 論文 

８月 ＮＲＩ学生小論文コンテス

ト 

野村総合研究所 社会 小論文 

８月 算数・数学の自由研究 ＲＩＭＳＥ 数学 論文 

８月 生活創造コンクール 東京家政大学 家庭、環境、  
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福祉 

８月 繊維学会秋季研究発表会高

校生セッション 

繊維学会   

９月 全国学芸サイエンスコン

クール 

旺文社 探究 論文 

９月 グローバルサイエンティス

トアワード 

千葉工業大学 科学 研究要旨、

ポスター 

９月 朝永振一郎記念「科学の芽

賞」 

筑波大学 科学 論文 

９月 はばたけ未来の吉岡彌生賞 東京女子医科大

学、掛川市 

科学、環境、

福祉 

論文 

９月 高校生によるバイオ研究発

表会バイオ甲子園 

バイオテクノロ

ジー研究推進会 

生物 研究要旨、

スライド 

９月 中高生日本語研究コンテス

ト 

日本語学会 日本語 動画 

１０月 日本微生物生態学会大会高

校生ポスター発表 

日本微生物生態学

会 

生態学 ポスター 

１０月 電気学会みらい創造コンテ

スト 

電気学会 電力・

エネルギー部門 

電気 論文 

１０月 高校生小論文コンテスト 生涯学習振興財団  小論文 

１０月 地域活性化策コンテスト「田

舎力甲子園」 

福知山公立大学  動画 

１０月 日本分子生物学会年会 日本分子生物学会   

１０月 日本生態学会大会高校生ポ

スター発表 

日本生態学会 生態学 ポスター 

１０月 日本細菌学会総会ジュニア

セッション 

日本細菌学会 微生物学 スライド 

１１月 全国ユース環境活動発表大

会 

環境再生保全機構 環境 論文、スラ

イド 

１１月 ジュニア農芸化学会 日本農芸化学会  ポスター 

１１月 再生医療学会総会中高生の

ためのセッション 

再生医療学会  ポスター 

１１月 日本森林学会大会高校生ポ

スター発表 

日本森林学会  ポスター 

１２月 化学工学会学生発表会 化学工学会 化学 スライド 

１２月 日本物理学会Jr.セッション 日本物理学会 物理 スライド 

１２月 日本考古学協会総会高校生

ポスターセッション 

日本考古学協会 考古学 ポスター 

１２月 日本生物教育学会中高生ポ

スター発表 

日本生物教育学会  ポスター 

１２月 応用物理学会北海道支部学

術講演会ジュニアセッショ

ンコンテスト 

応用物理学会北海

道支部 

物理学 予稿、動画 
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１月 高校生サイエンス研究発表

会 

第一薬科大学 科学 ポスター 

１月 ＳＤＧｓ探究ＡＷＡＲＤＳ 未来教育推進機構 探究  

１月 数理工学コンテスト 武蔵野大学   

１月 日本金属学会春季講演大会

「高校生・高専学生ポスター

発表」 

日本金属学会 化学 ポスター 

１月 日本草地学会全国大会高校

生研究発表 

日本草地学会  ポスター 

１月 日本水産学会春季大会高校

生発表会 

日本水産学会  スライド 

１月 日本藻類学会大会高校生ポ

スター発表 

日本藻類学会 藻類 ポスター 

１月 山口大学ジュニアリサーチ

セッション（中高生研究発表

会） 

山口大学  スライド 

２月 春季学術大会高校生ポス

ターセッション 

日本地理学会 地理 ポスター 

２月 高校生課題研究発表会 九州工業大学 数学・情報、

物理、化学、

生物、地学 

ポスター 

３月 高校環境化学賞 日本環境化学会  論文 
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１ 全国ユース環境活動発表大会（環境省等主催） 

（１）令和５年度（６班応募し、１班出場） 

研究班 テーマ 成果 

保健体育班 二酸化炭素を吸収する布を作る 
【中国地方大会】 

優秀賞 

（２）令和６年度（２班応募し、２班出場） 

研究班 テーマ 成果 

公民班 くずが力ずくで冷やしてみた 
【中国地方大会】 

優秀賞 

家庭班 

ベジタブルでサステナブル 

～野菜に含まれる界面活性剤及び酵素を利用した

食器用洗剤について～ 

【中国地方大会】 

優秀賞 

 

２ 山口県高等学校等探究学習成果発表大会 

（１）令和５年度（３班出場） 

研究班 テーマ 成果 

公民班 紙の分解におけるゴミの削減と資源循環 最優秀賞（１位） 

物理１班 ペットボトルフリップと水の動きに関する研究 優秀賞（２位相当） 

（２）令和６年度（２班出場） 

研究班 テーマ 成果 

英語班 誰もが楽しめる祭りを目指して 優秀賞（２位） 

 

３ 中高生課題研究発表会（九州工業大学主催） （旧高校生課題研究発表会） 

（１）令和５年度（９班出場） 

研究班 テーマ 成果 

物理１班 ペットボトルフリップと水の動きに関する研究 
物理部門 

最優秀賞（１位） 

化学１班 
アイカゲル～シリカゲルの吸着熱を利用したアイ

マスク～ 

化学部門 

アイデア賞（６位相当） 

化学２班 プラスチックも種類で分別する時代へ 
化学部門 

アイデア賞（６位相当） 

生物１班 ユーグレナのパラミロン含有量と温度との関係性 
生物部門 

アイデア賞（８位相当） 

 

 

 

令和５年度及び６年度に学校外の発表会やコンテストに参加した研究班の成果 
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（２）令和６年度（１１班応募し、８班出場） 

研究班 テーマ 成果 

物理班 
水中における物体の振り子運動 〜潮流発電の未

来を探る～ 
奨励賞（９位相当） 

 

４ 山口大学ジュニアリサーチセッション 

（１）令和６年度（１５班応募し、５班出場） 

研究班 テーマ 成果 

物理班 
水中における物体の振り子運動 〜潮流発電の未

来を探る～ 

総合発表の部 

準優秀賞（３位） 

ベルポリエステル

プロダクツ賞 

化学班 
ダイラタンシー流体と擬塑性流体の混合流体の特

性について 

一般発表の部 

最優秀賞（１位） 

地理歴史

１班 

下関市の観光アクティベーション計画 ～高校生

の視点から観光産業発展について考える～ 

一般発表の部 

優秀賞（２位相当） 

 

５ 化学工学会学生発表会（公益社団法人化学工学会主催） 

（１）令和５年度（２班出場） 

研究班 テーマ 成果 

化学１班 
アイカゲル～シリカゲルの吸着熱を利用したアイ

マスク～ 
奨励賞 

化学２班 プラスチックも種類で分別する時代へ 奨励賞 

（２）令和６年度（２班出場） 

研究班 テーマ 成果 

化学班 
ダイラタンシー流体と擬塑性流体の混合流体の特

性について 

奨励賞 

（高校生では、６位相当） 

家庭班 

ベジタブルでサステナブル 

～野菜に含まれる界面活性剤及び酵素を利用した

食器用洗剤について～ 

奨励賞 

（高校生では、６位相当） 

 

６ 日本金属学会「高校生・高専学生ポスター発表会」（公益社団法人日本金属学会主催） 

（１）令和６年度（２班出場） 

研究班 テーマ 成果 

物理班 
水中における物体の振り子運動 〜潮流発電の未

来を探る～ 

高校生ポスター優

秀賞（５位相当） 

化学班 
ダイラタンシー流体と擬塑性流体の混合流体の特

性について 

高校生ポスター優

秀賞（５位相当） 
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７ 高校環境化学賞（一般社団法人日本環境化学会主催） 

（１）令和６年度（５班出品） 

研究班 テーマ 成果 

化学２班 
アイカゲル～シリカゲルの吸着熱を利用したアイ

マスク～ 
優秀賞（２位相当） 

公民班 紙の分解を活用したごみの削減と資源循環 奨励賞（５位相当） 

 

８ 坊っちゃん科学賞研究論文コンテスト（東京理科大学主催） 

（１）令和６年度（５班出品） 

研究班 テーマ 成果 

物理１班 ペットボトルフリップと水の動きに関する研究 優良入賞（６位相当） 

化学２班 プラスチックも種類で分別する時代へ 入賞（５３位相当） 

化学１班 
アイカゲル ～シリカゲルの吸着熱を利用したア

イマスク～ 
佳作（１３５位相当） 

生物１班 ユーグレナのパラミロン含有量と温度との関係性 佳作（１３５位相当） 

数学班 
コサイン類似度を用いた楽曲同士の関連性の分析

手法について 
奨励賞 

９ 朝永振一郎記念「科学の芽」賞 

（１）令和６年度（１０班出品） 

研究班 テーマ 成果 

化学２班 プラスチックも種類で分別する時代へ 努力賞（６位相当） 

 

１０ 高校生・高専生科学技術チャレンジ 

（１）令和６年度（９班出品） 

研究班 テーマ 成果 

化学２班 プラスチックも種類で分別する時代へ 入選（５２位相当） 

物理１班 ペットボトルフリップと水の動きに関する研究 佳作（１１２位） 

家庭班 二酸化炭素を吸収する布をつくる 佳作（１１２位） 

 

１１ 「はばたけ未来の吉岡彌生賞」（東京女子医科大学等主催） 

（１）令和６年度（１０班出品） 

研究班 テーマ 成果 

物理１班 ペットボトルフリップと水の動きに関する研究 奨励賞（４位相当） 
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 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

研究テーマ設定 
 

           

調査や 

観察、実験 
            

中間報告会             

調査や 

観察、実験 
            

校内発表会             

論文作成             

探究学習生徒 

研究発表会 
            

 

期間 活動時間 

ガイダンスから中間報告会まで 
人文社会科学科：２６時間 

自然科学科  ：２２時間 

中間報告会後から校内発表会まで 
人文社会科学科：１５時間 

自然科学科  ：１５時間 

校内発表会から探究学習生徒研究発表会まで 
人文社会科学科： ５時間 

自然科学科  ： ４時間 

 

※ ガイダンスから中間報告会までは、「課題研究を始める前に」「データの活用」等の

出前講義や、「中間報告会ガイダンス」の時間を含みます。したがって研究できる時間

は、これよりも少なくなります。 

 

※ 「＋α」は、夏季休業中および冬季休業中の活動です。 

 

※ 作成したポスターは、３年次の発表でも使用します。なお、校内では旭陵祭で展示

するとともに、学校説明会において発表会を行います。 

 

 

 

 

「課題研究」活動のめやす 
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探究科２年次生が関係する行事は、次のとおりである。 

日 時 会 場 行 事 

４月１０日（木） 

１７日（木） 
旭陵館 

ガイダンス 

人文１７日（木）、自然１０日（木） 

４月２４日（木） 

５・６限 
旭陵館 

出前講義「課題研究を始める前に」 

 

 

月  日（ ） 

 
旭陵館 

出前講義「データサイエンス」 

未定 

６月１３日（金） 

７限 
 進路講演会 

７月３日（木） 

５限 
旭陵館 

立命館アジア太平洋大学訪問に向けて 

（ガイダンス） 

７月３日（木） 

６限 
旭陵館 

発展探究中間報告会に向けて 

※ プレゼンテーションの方法 

９月１８日（木） 旭陵館 

発展探究中間報告会 

人文社会科学科（３～４限） 

自然科学科（５～６限） 

１０月１０日（金）  出前講義 

１１月５日（水） 

終日 

立命館アジア 

太平洋大学 
立命館アジア太平洋大学訪問 

１１月２０日（木） 

５限 
旭陵館 

発展探究校内発表会に向けて 

※ 論文の書き方 

１２月８日（月） 

～１２日（金） 
台湾 海外研修 

１月２２日（木） 旭陵館 

校内発表会 

人文社会科学科（２～４限） 

自然科学科（４～７限） 

３月１４日（土） 

（終日） 
体育館他 

山口県立下関西高等学校 

探究学習生徒研究発表会 

３月１６日（月） 

（終日） 

ＫＤＤＩ 

維新ホール 

山口県高等学校等探究学習成果発表大

会参加 

※ 本年度から、平日実施 

３月  日（ ） 

（終日） 

山口大学 

吉田キャンパス 

ジュニアリサーチセッション（中高生

研究発表会）参加 

３月  日（ ） 

（終日） 

九州工業大学 

戸畑キャンパス 
中高校生課題研究発表会参加 ※ 

※ 自然科学系の研究のみ（人文の一部の研究班は参加する場合がある） 
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３ 発展探究の評価について 

20



 

 

１ 評価の種類 

プロセス評価、発表評価（中間報告会、校内発表会）、論文評価等により評価を行い

ます。 

評価・得点等 評価方法 

振り返りシー

ト評価 

（個人評価） 

２０点 

出前講義、中間報告会及び校内発表会等の振り返りシートを

ルーブリック評価表（研究レポート・講演会ワークシート評価）

を基にして評価します。 

プロセス評価 

（個人評価） 

３０点 

発展探究の授業で課題研究に取り組む状況を、ルーブリック

評価表（プロセス評価）を基にして、次の配点で評価を行います。 

① 興味関心・探究心（５点） 

② 役割分担と協力（５点） 

③ 計画･準備と進捗状況（１０点） 

④ 知識・理解・思考･判断（１０点） 

⑤ 創意工夫・オリジナリティ（１０点） 

４０点満点を、３０点に換算します。 

発表評価 

（グループ評価） 

３０点 

中間報告会や校内発表会で発表する様子をルーブリック評価

表（発表評価）を基にして、次の配点で評価します。 

① 目的と仮説（１０点） 

② 情報収集・研究方法（１０点） 

③ 分析と考察（１０点） 

④ 発表態度（５点） 

⑤ 質疑応答（５点） 

４０点満点を、３０点に換算します。 

論文評価 

（グループ評価） 

２０点 

それぞれの研究班から提出された研究論文を、ルーブリック

評価表（論文評価）を基にして評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価の種類と評価方法 
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関

心
を

持
ち

、
進

ん
で

研
究

に
取

り
組

む
中

で
、

関
連

事
項

に
対

し
て

も
課

題
意

識
が

広
が

っ
た

。

グ
ル

ー
プ

内
で

出
さ

れ
た

テ
ー

マ
に

強
い

興
味

・
関

心
を

持
ち

、
進

ん
で

研
究

に
取

り
組

む
中

で
、

関
連

事
項

に
対

し
て

も
興

味
が

広
が

っ
て

い
る

。

グ
ル

ー
プ

内
で

出
さ

れ
た

テ
ー

マ
に

強
い

興
味

・
関

心
を

持
ち

、
進

ん
で

研
究

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

グ
ル

ー
プ

内
で

出
さ

れ
た

テ
ー

マ
に

強
い

興
味

・
関

心
を

持
ち

、
進

ん
で

研
究

に
取

り
組

む
こ

と
は

で
き

な
い

。

グ
ル

ー
プ

内
で

出
さ

れ
た

テ
ー

マ
に

強
い

興
味

・
関

心
を

持
ち

、
進

ん
で

研
究

に
取

り
組

む
こ

と
は

で
き

ず
、

進
ん

で
研

究
に

取
り

組
む

こ
と

も
な

い
。

こ
の

項
目

の
評

価
は

、
探

究
活

動
に

は
適

し
て

い
な

い
。

役
割

分
担

と
協

力

決
め

ら
れ

た
自

分
の

役
割

を
積

極
的

に
果

た
す

と
と

も
に

、
他

の
メ

ン
バ

ー
の

意
見

を
聞

き
、

理
解

し
た

上
で

、
常

に
建

設
的

な
意

見
を

出
し

、
グ

ル
ー

プ
研

究
で

行
う

研
究

を
リ

ー
ド

し
て

い
る

。

決
め

ら
れ

た
自

分
の

役
割

を
十

分
に

果
た

す
と

と
も

に
、

他
の

メ
ン

バ
ー

の
意

見
を

聞
き

、
理

解
し

た
上

で
、

建
設

的
な

意
見

を
出

す
な

ど
、

グ
ル

ー
プ

研
究

で
行

う
研

究
に

貢
献

し
て

い
る

。

決
め

ら
れ

た
自

分
の

役
割

は
概

ね
果

た
し

て
い

る
。

他
の

メ
ン

バ
ー

の
意

見
を

聞
き

、
理

解
し

た
上

で
、

時
々

自
ら

意
見

を
出

し
て

い
る

。

決
め

ら
れ

た
自

分
の

役
割

は
自

覚
し

て
い

る
も

の
の

、
そ

れ
を

十
分

果
た

せ
て

い
な

い
。

ま
た

、
他

の
メ

ン
バ

ー
の

意
見

を
聞

き
、

理
解

は
す

る
が

、
自

ら
意

見
を

出
す

こ
と

は
な

い
。

決
め

ら
れ

た
自

分
の

役
割

を
全

く
果

た
そ

う
と

せ
ず

、
他

の
メ

ン
バ

ー
に

任
せ

き
り

で
あ

る
。

こ
の

項
目

の
評

価
は

、
探

究
活

動
に

は
適

し
て

い
な

い
。

10
, 
9

8
, 
7

6
, 
5

4,
 3

2,
 1

0

求
め

て
い

る
レ

ベ
ル

を
越

え
て

達
成

し
て

い
る

求
め

て
い

る
レ

ベ
ル

を
十

分
に

達
成

し
て

い
る

求
め

て
い

る
レ

ベ
ル

を
概

ね
達

成
し

て
い

る

求
め

て
い

る
レ

ベ
ル

を
達

成
で

き
て

い
な

い
が

、
幾

分
の

努
力

が
認

め
ら

れ
る

求
め

て
い

る
レ

ベ
ル

を
達

成
す

る
に

は
大

き
な

課
題

が
あ

る
基

準
が

該
当

し
な

い

計
画

･準
備

と
進

捗
状

況

グ
ル

ー
プ

で
行

う
デ

ー
タ

収
集

、
分

析
、

原
稿

作
成

等
の

実
施

時
期

や
方

法
に

つ
い

て
、

進
ん

で
担

当
教

員
等

に
相

談
･報

告
を

し
な

が
ら

具
体

的
な

計
画

を
立

て
、

主
体

的
に

研
究

を
進

め
て

い
る

。

グ
ル

ー
プ

で
行

う
デ

ー
タ

収
集

、
分

析
、

原
稿

作
成

等
の

実
施

時
期

や
方

法
に

つ
い

て
、

担
当

教
員

等
に

相
談

･報
告

を
し

な
が

ら
具

体
的

な
計

画
を

立
て

、
予

定
ど

お
り

に
研

究
を

進
め

て
い

る
。

グ
ル

ー
プ

で
行

う
デ

ー
タ

収
集

、
分

析
、

原
稿

作
成

等
の

実
施

時
期

や
方

法
に

つ
い

て
、

担
当

教
員

等
の

助
言

に
従

っ
て

計
画

を
立

て
、

若
干

の
遅

れ
は

あ
る

が
概

ね
予

定
ど

お
り

に
研

究
を

進
め

て
い

る
。

グ
ル

ー
プ

で
行

う
デ

ー
タ

収
集

、
分

析
、

原
稿

作
成

等
の

実
施

時
期

や
方

法
に

つ
い

て
、

担
当

教
員

等
へ

の
相

談
・

報
告

が
不

十
分

で
、

予
定

ど
お

り
に

研
究

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

グ
ル

ー
プ

で
行

う
デ

ー
タ

収
集

、
分

析
、

原
稿

作
成

等
の

実
施

時
期

や
方

法
に

つ
い

て
、

見
通

し
を

持
た

な
い

ま
ま

そ
の

場
の

成
り

行
き

で
研

究
を

行
っ

て
い

る
。

こ
の

項
目

の
評

価
は

、
探

究
活

動
に

は
適

し
て

い
な

い
。

知
識

・
理

解
・
思

考
･判

断

課
題

研
究

に
関

す
る

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
を

十
分

に
身

に
付

け
て

い
る

と
と

も
に

、
研

究
を

進
め

て
い

く
中

で
収

集
し

た
資

料
や

デ
ー

タ
を

正
確

か
つ

適
切

に
理

解
し

て
い

る
。

ま
た

、
知

識
を

活
用

し
て

、
多

面
的

に
施

行
を

深
め

、
適

切
に

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

課
題

研
究

に
関

す
る

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
を

身
に

付
け

て
い

る
と

と
も

に
、

研
究

を
進

め
て

い
く
中

で
収

集
し

た
資

料
や

デ
ー

タ
を

正
確

に
理

解
し

て
い

る
。

ま
た

、
知

識
を

活
用

し
て

、
思

考
を

深
め

、
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

課
題

研
究

に
関

す
る

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
を

身
に

付
け

て
い

る
と

と
も

に
、

研
究

を
進

め
て

い
く
中

で
収

集
し

た
資

料
や

デ
ー

タ
を

正
確

に
理

解
し

て
い

る
。

ま
た

、
知

識
を

活
用

し
て

、
思

考
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

課
題

研
究

に
関

す
る

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
を

身
に

付
け

て
い

る
が

、
研

究
を

進
め

て
い

く
中

で
収

集
し

た
資

料
や

デ
ー

タ
を

正
確

に
理

解
し

た
り

、
知

識
を

活
用

し
て

、
思

考
を

深
め

る
こ

と
は

で
き

て
い

な
い

。

課
題

研
究

に
関

す
る

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
を

身
に

付
い

て
お

ら
ず

、
研

究
を

進
め

て
い

く
中

で
収

集
し

た
資

料
や

デ
ー

タ
を

正
確

に
理

解
し

た
り

、
知

識
を

活
用

し
て

、
思

考
を

深
め

る
こ

と
は

で
き

て
い

な
い

。

こ
の

項
目

の
評

価
は

、
探

究
活

動
に

は
適

し
て

い
な

い
。

創
意

工
夫

・
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

先
行

研
究

や
文

献
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

自
分

た
ち

で
収

集
し

た
資

料
や

デ
ー

タ
を

常
に

創
意

工
夫

の
あ

る
視

点
で

解
釈

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
ま

た
、

研
究

方
法

も
独

創
性

で
あ

る
。

先
行

研
究

や
文

献
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

自
分

た
ち

で
収

集
し

た
資

料
や

デ
ー

タ
を

常
に

創
意

工
夫

の
あ

る
視

点
で

解
釈

し
よ

う
と

し
て

い
る

。

先
行

研
究

や
文

献
で

挙
げ

ら
れ

た
情

報
や

視
点

を
参

考
に

し
て

、
自

分
た

ち
で

収
集

し
た

資
料

や
デ

ー
タ

を
解

釈
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

自
分

た
ち

で
調

べ
た

資
料

や
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
独

り
よ

が
り

な
解

釈
を

し
て

い
た

り
、

先
行

研
究

と
無

理
や

り
関

連
づ

け
た

り
し

て
い

る
。

自
分

た
ち

で
調

べ
た

資
料

や
デ

ー
タ

を
、

解
釈

す
る

こ
と

な
く

単
に

羅
列

し
た

り
、

先
行

研
究

の
丸

写
し

に
な

っ
た

り
し

て
い

る
。

こ
の

項
目

の
評

価
は

、
探

究
活

動
に

は
適

し
て

い
な

い
。

評
価

①
　

発
展

探
究

 　
プ

ロ
セ

ス
評

価

評
価

の
観

点

評
　

　
価

　
　

尺
　

　
度

評
価

の
観

点
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発
展
探
究

 
課
題
研
究
発
表
 
評
価
 

評
価
の
観
点
 

評
価
尺
度
 

10
・
９
 

８
・
７
 

６
・
５
 

４
・
３
 

２
・
１
 

０
 

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
越

え
て
達
成
し
て
い
る
。

 

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
十

分
達
成
し
て
い
る
。

 

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
概

ね
達
成
し
て
い
る
。

 

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
達

成
で
き
て
い
な
い
が
、
幾

分
か
の
努
力
が
認
め
ら

れ
る
。

 

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
達

成
す
る
た
め
に
は
大
き
な

課
題
が
あ
る
。

 

基
準
が
該
当
し
な
い
。

 

課
題
と
仮
説
 

豊
富
な
先
行
研
究
等

か
ら
課
題
や
仮
説
が
論

理
的
に
導
き
出
さ
れ
て

い
る
。
 

そ
れ
ら
は
探
究
活
動

で
取
り
組
む
課
題
や
仮

説
と
し
て
意
義
深
い
も

の
で
あ
り
、
課
題
や
仮
説

の
検
証
方
法
が
具
体
的

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

先
行
研
究
な
ど
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
課
題
や
仮

説
が
導
き
出
さ
れ
て
い

る
。
 

課
題
や
仮
説
を
設
定

し
た
理
由
や
、
検
証
方
法

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

先
行
研
究
と
の
関
連

は
不
十
分
、
ま
た
は
先
行

研
究
を
調
べ
て
い
な
い

も
の
の
、
 

概
ね
課
題
や
仮
説
と
し

て
は
妥
当
で
あ
る
。
 

や
や
不
明
瞭
な
点
が
あ

る
も
の
の
、
概
ね
設
定
し

た
理
由
や
検
証
方
法
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

先
行
研
究
を
調
べ
て

い
な
い
が
、
課
題
や
仮
説

を
設
定
し
て
い
る
。
 

課
題
や
仮
説
を
設
定

し
た
理
由
や
検
証
す
る

方
法
が
述
べ
ら
れ
て
い

な
い
。
 

課
題
や
仮
説
が
 

述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
 

ま
た
は
、課

題
や
仮
説
と

し
て
不
適
切
で
あ
る
。
 

こ
の
た
び
の
発
表
に

お
い
て
は
、こ

の
項
目
の

評
価
に
該
当
す
る
も
の

が
な
か
っ
た
。
 

情
報

収
集
 

研
究

方
法
 

豊
富
な
資
料
や
デ
ー

タ
を
収
集
し
て
い
る
。
 

 ま
た
、
課
題
に
即
し

た
、
優
れ
た
研
究
方
法
を

と
っ
て
い
る
。
 

必
要
と
さ
れ
る
資
料

や
デ
ー
タ
を
収
集
し
て

い
る
。
 

ま
た
、
課
題
に
即
し
た

研
究
方
法
を
と
っ
て
い

る
。
 

資
料
や
デ
ー
タ
を
概

ね
収
集
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
研
究
方
法
が
初

歩
的
で
は
あ
る
も
の
の
、

課
題
に
 

概
ね
即
し
た
方
法
が
と

ら
れ
て
い
る
。
 

資
料
や
デ
ー
タ
の
収

集
が
や
や
不
十
分
で
あ

る
。
 

ま
た
、
研
究
方
法
が
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
不
十
分
で
あ
る
。
 

収
集
し
た
資
料
や

デ
ー
タ
は
わ
ず
か
で
あ

る
。
 

ま
た
、
研
究
方
法
が
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
か
、
 

研
究
方
法
と
し
て
 

不
適
切
で
あ
る
。
 

こ
の
た
び
の
発
表
に

お
い
て
は
、こ

の
項
目
の

評
価
に
該
当
す
る
も
の

が
な
か
っ
た
。
 

結
果

の
 

ま
と

め
 

と
考

察
 

収
集
し
た
資
料
や

デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、

優
れ
た
分
析
や
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
。
 

研
究
の
目
的
で
述
べ

た
課
題
に
対
し
て
よ
り

発
展
的
な
考
察
が
な
さ

れ
て
い
る
 

収
集
し
た
資
料
や

デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、

適
切
な
分
析
や
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
。
 

研
究
の
目
的
で
述
べ

た
課
題
と
考
察
に
整
合

性
が
あ
る
。
 

収
集
し
た
資
料
や

デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、
 

概
ね
妥
当
な
分
析
や
考

察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 

研
究
の
目
的
で
述
べ

た
課
題
と
考
察
に
 

概
ね
整
合
性
が
あ
る
。
 

収
集
し
た
資
料
や

デ
ー
タ
に
対
し
て
、
分
析

や
考
察
に
飛
躍
が
あ
っ

た
り
、
資
料
や
デ
ー
タ
の

要
約
に
な
っ
た
り
し
て

い
る
。
 

資
料
や
デ
ー
タ
を
も

と
に
し
て
、
結
果
を
述
べ

て
い
る
の
み
で
あ
り
、
 

分
析
や
考
察
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。
 

こ
の
た
び
の
発
表
に

お
い
て
は
、こ

の
項
目
の

評
価
に
該
当
す
る
も
の

が
な
か
っ
た
。
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評
価
の
観
点
 

評
価
尺
度

 

５
 

４
 

３
 

２
 

１
 

０
 

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
越

え
て
達
成
し
て
い
る
。

 

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
十

分
達
成
し
て
い
る
。

 

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
概

ね
達
成
し
て
い
る
。

 

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
達

成
で
き
て
い
な
い
が
、
幾

分
か
の
努
力
が
認
め
ら

れ
る
。

 

求
め
て
い
る
レ
ベ
ル
を
達

成
す
る
た
め
に
は
大
き
な

課
題
が
あ
る
。

 

基
準
が
該
当
し
な
い
。

 

発
表

態
度
 

発
表

技
能
 

原
稿
に
頼
ら
ず
自
分

の
言
葉
で
説
明
し
て
い

る
。
ス
ラ
イ
ド
を
さ
し
示

し
た
り
、聴

衆
を
見
た
り

す
る
な
ど
、
聴
衆
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
よ
う

工
夫
し
て
い
る
。
 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
説
得
力
の
あ
る
も

の
で
あ
り
、
聴
衆
を
魅
了

し
て
い
る
。
 

一
部
原
稿
を
参
照
し

て
い
る
も
の
の
、
概
ね
原

稿
に
頼
ら
ず
に
、
自
分
の

言
葉
で
説
明
し
て
い
る
。

時
折
、
ス
ラ
イ
ド
を
さ
し

示
し
た
り
、
聴
衆
を
見
た

り
す
る
な
ど
、
発
表
方
法

を
工
夫
し
て
い
る
。
 

言
葉
づ
か
い
や
声
の

大
き
さ
、
話
す
ス
ピ
ー
ド

は
適
切
で
、
分
か
り
や
す

い
。
 

原
稿
を
参
照
し
な
が

ら
説
明
し
て
い
る
も
の

の
、
時
折
、
ス
ラ
イ
ド
を

さ
し
示
し
た
り
、
聴
衆
を

見
た
り
す
る
動
作
は
見

ら
れ
る
。
 

言
葉
づ
か
い
や
声
の

大
き
さ
、
話
す
ス
ピ
ー
ド

は
概
ね
適
切
で
、
聴
衆
に

内
容
は
伝
わ
っ
て
い
る
。
 

原
稿
を
見
な
が
ら
説

明
し
て
い
る
た
め
、
ス
ラ

イ
ド
を
さ
し
示
し
た
り
、

聴
衆
を
見
た
り
す
る
動

作
は
見
ら
れ
な
い
。
 

言
葉
づ
か
い
や
声
の

大
き
さ
は
不
適
切
で
あ

る
も
の
の
、
内
容
は
聴
衆

に
概
ね
伝
わ
っ
て
い
る
。
 

原
稿
を
見
な
が
ら
説

明
し
て
い
る
た
め
、
ス
ラ

イ
ド
を
さ
し
示
し
た
り
、

聴
衆
を
見
た
り
す
る
動

作
は
見
ら
れ
な
い
。
 

声
が
小
さ
く
、
発
表
の

内
容
が
聴
衆
に
伝
わ
ら

な
い
。
 

こ
の
た
び
の
発
表
に

お
い
て
は
、こ

の
項
目
の

評
価
に
該
当
す
る
も
の

が
な
か
っ
た
。
 

質
疑

応
答
 

質
問
者
の
意
図
を
的

確
に
理
解
し
、簡

潔
か
つ

的
確
に
答
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
 

専
門
的
な
質
問
に
も
、

自
分
の
言
葉
で
分
か
り

や
す
く
応
答
し
て
い
る
。 

質
問
者
の
意
図
を
理

解
し
、
答
え
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。
 

専
門
的
な
質
問
に
は
、

概
ね
的
確
に
応
答
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
。
 

質
問
者
の
意
図
を
理

解
し
、
概
ね
答
え
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。
し
か

し
、
専
門
的
な
質
問
に

は
、
的
確
な
応
答
が
で
き

て
い
な
い
。
 

質
問
の
内
容
を
理
解

し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
が
、
答
え
た
内
容

に
過
不
足
が
あ
り
、
 

応
答
と
し
て
は
不
十
分

で
あ
る
。
 

質
問
者
の
意
図
を
十

分
理
解
し
な
い
ま
ま
答

え
て
お
り
、
質
問
と
応
答

が
対
応
し
て
い
な
い
。
 

ま
た
は
、
無
言
や
あ
い
ま

い
な
発
言
に
終
始
し
て

お
り
、
質
問
に
応
答
し
て

い
る
と
判
断
で
き
な
い
。
 

こ
の
た
び
の
発
表
に

お
い
て
は
、こ

の
項
目
の

評
価
に
該
当
す
る
も
の

が
な
か
っ
た
。
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（
2
0
～
）
1
8
点

（
1
7
～
）
1
5
点

（
1
4
～
）
1
2
点

（
1
1
～
）
9
点

0
点

内
容

大
変
良
い

良
い

普
通

も
う
少
し

未
提
出

書
式
・
文
字
数

提
出
期
限

提
出
物

評
価
③
　
　
発
展
探
究
　
研
究
レ
ポ
ー
ト
評
価

評
価
項
目

評
　
　
価
　
　
尺
　
　
度

□
　
指
示
ペ
ー
ジ
数
・
文
字
数
等
が
守
ら
れ
て
い
る

□
　
提
出
期
限
と
提
出
方
法
を
守
っ
て
い
る

□
　
提
出
す
べ
き
も
の
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る

□
　
指
示
ペ
ー
ジ
数
・
文
字
数
等
が
守
ら
れ
て
い
な
い

□
　
提
出
期
限
と
提
出
方
法
を
守
っ
て
い
な
い

□
　
提
出
す
べ
き
も
の
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
な
い

満
た
し
て
い
な
け
れ
ば

各
項
目
で
５
点
減
点
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４ 授業記録シート・配布物等 
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授業記録シート 

実施日 令和  年  月  日 曜日  校時 （   ）限～（   ）限 

本日の活動の目的 

本日活動した内容 

気付き・課題 

次回の予定 

自己評価 ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 

 

実施日 令和  年  月  日 曜日  校時 （   ）限～（   ）限 

本日の活動の目的 

本日活動した内容 

気付き・課題 

次回の予定 

自己評価 ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 

 

自己評価基準 

４ 熱心に取り組むことができた        ３ おおむね取り組むことができた 
２ あまり熱心に取り組むことができなかった  １ ほとんど取り組むことができなかった 
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１ 基礎探究Ｂ・発展探究・人文社会科学探究・自然科学探究の授業における留意点 

・ 普段の授業と同様に、スマートフォンや携帯電話を使用してはいけません。写真や

動画を撮影する場合は、配布されているタブレットを用いてください。 

 

２ 放課後や休日の活動について 

・ 放課後や休日に探究活動を行う場合には、担当の先生の許可を得て、担当の先生あ

るいは本校の先生の管理のもとで活動してください。なお、下校時刻は、放課後の部

活動と同様とします。 

夏季 午後７時まで（午後７時３０分完全下校） 

冬季 午後６時３０分まで（午後７時完全下校） 

・ 探究活動のため、部活動を欠席する場合には、必ず顧問の先生に申し出てください。

無断欠席は厳禁です。なお、部活動の大会やコンクールなどの日程を踏まえて、あら

かじめ活動計画を立てておくことが大切です。 

 

３ パソコンや物品の使用について 

・ 学校の物品を許可なく学校外へ持ち出してはいけません。 

・ ファイル（データ・画像等）を保存する場合には、Ｇｏｏｇｌｅ Ｄｒｉｖｅを使用してくださ

い。ただし、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ ＷｏｒｄやＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔでつくったファイルは、Ｇｏｏｇｌｅ Ｄｒｉｖｅ

に保存したまま、ダブルクリックしないでください。ファイルが破損する場合があり

ます。必ず、ダウンロードしてから使用してください。 

・ 学校から配布されているタブレット端末にはＵＳＢメモリを使用することができま

せん。ファイル（データ・画像等）の移動方法を工夫してください。 

・ Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ ＷｏｒｄやＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ等は、ファイルを共有して編集することができます。 

 

４ 情報モラルについて 

・ 研究発表で使用する文書や画像については、著作権や肖像権などに十分配慮してく

ださい。 

・ 個人情報を侵害する恐れのある行動を行ってはいけません。安易に他人を撮影した

り、撮影した画像等をＳＮＳなどに投稿したりしてはいけません。 

探究活動を行う際の注意事項 
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２ 年 ①  ②  ③ 【出席番号】 １０の位 ①  ②  ③  ④  ⓪ 【氏名】 

  組 
①  ②  ③  ④ 

⑤  ⑥  ⑦  ⑧ 
１の位 

①  ②  ③  ④  ⑤ 

⑥  ⑦  ⑧  ⑨  ⓪ 
 

１ アンケート調査 

本日の発展探究校内発表会について、次の①～④から、最も当てはまると思うものにそれぞれマー

クしてください。 

 十分そう思う ややそう思う それほど思わない まったく思わない 

（１）これまでの研究活動を振り返りましょう。     

ア 研究テーマを、研究班のメンバーと話し合って設定することができた。 ① ② ③ ④ 

イ 計画的に研究を進めることができた。 ① ② ③ ④ 

ウ 研究班のメンバーと協力して、研究活動を進めることができた。 ① ② ③ ④ 

エ 課題解決に向け、試行錯誤しながら研究活動を進めることができた。 ① ② ③ ④ 

オ 地域の専門家等にアドバイスを頂きながら、研究を進めることができた。 ① ② ③ ④ 

カ 研究に興味・感心をもって、積極的に参加することができた。 ① ② ③ ④ 

（２）このたびの校内発表会を振り返りましょう。     

ア 校内発表会では、研究の進捗状況をわかりやすく表現し伝えるこ

とができた。 
① ② ③ ④ 

イ 校内発表会では、参加者からの質問にわかりやすく答えることができた。 ① ② ③ ④ 

（３）課題研究により、これまであなたが身に付けた力を振り返りましょう。     

ア 課題研究をとおして、課題を発見する力が身に付いたと思う。 ① ② ③ ④ 

イ 課題研究をとおして、課題を解決する力が身に付いたと思う。 ① ② ③ ④ 

ウ 課題研究をとおして身に付いた力は、進学や将来の仕事に役立つと思う。 ① ② ③ ④ 

 

２ 振り返り 

（１）課題研究に取り組んできて、感じたことを書きなさい。 

 

 

 

 

 

（２）このたびの校内発表会に参加して、感じたことを書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

（３）これからも続く探究活動において、あなたが身に付けたい力を書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

●提出期限：２月１日（水）までに、それぞれの担任の先生に提出してください。  

発展探究校内発表会 アンケート調査・振り返りシート 【個人用】 

● 

● ● 
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課題研究の概要 （探究科２年次：発展探究） 

山口県立下関西高等学校 

 

研究班名 研究班員 

 

１ 研究テーマ 

２ 先行研究（これまで何が分かっているか） 

３ 研究の目的（この研究により、何を明らかにしたいか） 

４ 研究計画（これからどのように研究を進めていくのか。また、どのような、調査や

観察、実験を行うのか。） 

５ 現在の進捗状況 

６ 相談したい内容 

７ 相談したい先生 
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